
◆ビルクリーニング検定の練習に特化したパッケージプランをご用意

◆ビルクリ検定と同じ会場、同じ設備、同じ資機材でトレーニングが可能

◆東京協会会員は特別価格で利用可能

❶ビルクリ検定練習用PROプラン
  貸出内容　検定用清掃資機材（複数級用一式（幅木、ガラス、トイレ、壁等））
  販売価格　〔会員〕130,000円　〔一般〕182,600円（２階を１日借りた場合）
　　　　　　※価格は税込価格

　　　　 貸室料+資機材使用料+設営料+管理費
  実施時期　９月中旬のみの期間限定

❷ビルクリ検定練習会設営 LITEプラン
  貸出内容　検定用清掃資機材（簡易設営のみ、ガラス除く）

  販売価格　〔会員〕110,000円　〔一般〕160,600円（２階を１日借りた場合）
　　　　　　※価格は税込価格

　　　　 貸室料+資機材使用料+設営料+管理費
  実施時期　ご希望に合わせて通年実施

ビルクリ検定練習用
貸会議室プランのご案内
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ご検討の際は、下記連絡先までご相談ください。

公益社団法人東京ビルメンテナンス協会 事務局
Email:kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL:03-3805-7555
詳細はこちら: https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/kaikan.html
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オプション資機材一覧

　参考例
会員企業様が2F研修室全室を1日利用して
清掃の自社研修を行う場合

◎会議室料金（２F研修室 全室 1日） 
　127,600円×35%（会員割引）＝82,940円
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◆清掃・警備・設備管理の充実した研修設備
◆ビルクリ検定と同じ会場、同じ設備で実践的な試験対策と練習を実現
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　令和６年度より当広報誌『ネットワーク東京』は発行体制が変更されます。読者の皆
様にはご不便をおかけすることとなりますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

広報誌『ネットワーク東京』は協会ホームページで過去の分も含めて、
どなたでも閲覧可能です。
https://www.tokyo-bm.or.jp/service/pr_magazine.html

今後も広報誌『ネットワーク東京』を宜しくお願い申し上げます。

広報誌『ネットワーク東京』の発行回数が年11回から年6回に変更
（令和6年4月より偶数月のみの発行となります。）

変 更 内 容

　「ビルメンテナンスフェア TOKYO2024」には、清掃・ロボット・IT など、ビルメンテナン
ス業界に携わる様々な企業が集合し、新製品・新サービスなど業界の最新トレンドをご覧いた
だけます。また、様々なお役⽴ちセミナーやイベントも実施予定です。
　フェアの詳細については下記特設サイトを随時更新いたしますので、是非ご覧ください。

Topics

開催テーマ：新常態時代を切り拓く、
　　　　　　イノベーションとの出会いがここにある。
会　　　期： 2024年７⽉18⽇（⽊）10:00〜17:00
　　　　　　 　　　７⽉19⽇（⾦）10:00〜16:00
会　　　場：東京都⽴産業貿易センター浜松町館
　　　　　（住所：東京都港区海岸1-7-1）

「ビルメンテナンスフェアTOKYO2024」
特設サイトが公開中

フェア特設サイトはこちら→ https://bmfair2024.org/

広報誌発行体制変更のお知らせ

開催概要
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Clip クリップボード

Board

令和5年度協会制作物を公開
令和5年度の動画や調査報告書が完成いたしました。

協会ホームページから誰でも閲覧可能なため、是非ご覧ください。

ライブラリページはこちら
https://www.tokyo-bm.or.jp/service/library.html

①消防設備の基礎知識その１・その２
　設備管理初心者向けの消防設備講習会紹介動画として、実際の講習会で行われる実技の一部
内容を注意点やポイントをあげながら紹介している。

①ノンワックス床材のメンテナンスに関する調査
　報告書
　ワックス塗布を必要としないノンワックス床材について、
メンテナンスに関するアンケート結果や管理現場の紹介な
どを冊子にまとめた。

②ロープ高所作業管理者動画
　ロープ高所作業の事故を防止するため、発注者の立場で安全確認するためのチェックポイン
トを実際の映像を交えて紹介している。

②赤外線サーモグラフィの選定及び活用について
　赤外線サーモグラフィを導入する事業所が効果的に活用
できるように各製品の選定及び活用事例等について冊子に
まとめた。

③労務管理のきほん『労働時間』
　時間外労働や割増賃金、休憩時間など、労働基準法で定められている労働時間の基本の考え
方を紹介している。

③ビル遠隔監視による常駐設備員の業務省力化に
　ついての調査報告書
　常駐設備員の業務効率向上のために遠隔監視システムや
監視カメラの活用法などについて調査し、冊子にまとめた。

調 査 報 告 書

配 信 動 画



5 見直そう　慣れと油断とルール無視　やってケガ無し　指差し呼称

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員513社╱賛助会員70社
 （令和6年3月31日現在）
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6続けよう手洗い習慣！安全に働くためには健康第一

　

警
備
業
界
は
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
や
高
齢
化
の
進

行
で
警
備
業
務
の
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
他
の
業
種
と
比
較
し
て
も
高
い
有
効
求
人
倍
率

で
あ
り
、
従
事
者
の
約
65
％
が
50
歳
以
上
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
解
決
と
し
て
、
「
人
工
知
能
」、
「
ロ
ボ

ッ
ト
」、
「
ク
ラ
ウ
ド
」
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
以

下
の
通
り
で
す
。

①
人
工
知
能
の
活
用
は
、
A
I
カ
メ
ラ
に
よ
る
異
変

検
知
に
よ
っ
て
、
警
備
員
の
常
時
監
視
の
削
減
、
ト

ラ
ブ
ル
へ
の
迅
速
な
対
応
及
び
人
為
的
ミ
ス
の
撲
滅

が
期
待
で
き
ま
す
。

②	

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
は
、
巡
回
業
務
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
代

用
す
る
こ
と
で
、
人
手
不
足
の
解
消
や
、
人
間
に
と

っ
て
過
酷
な
環
境
下
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
警
備
の

補
助
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
は
、
警
備
記
録
の
電
子
化
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の
軽
減
や
経
費
削
減
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
警
備
Ｄ
Ｘ
の
①

に
該
当
す
る
、
当
社
が
提
供
す
る
映
像
A
I
サ
ー
ビ

ス
O
W
L
a
i
（
オ
ウ
ラ
イ
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

O
W
L
a
i
は
、
現
実
空
間
の
人
、
物
、
事
象
を

映
像
で
情
報
収
集
し
て
、
デ
ー
タ
収
集
や
見
え
る
化
、

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
連
携
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
す
。
最
新
の
映
像
A
I
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
「
社
会
へ
独
自
の
価
値
を
提
供
し
続
け
る
」
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
仕
組
み
と
し
て

は
、
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
い
、
映
像
デ
ー
タ
を
解
析

す
る
サ
ー
バ
に
流
し
込
み
、
こ
の
サ
ー
バ
の
中
に
最
新

の
A
I
技
術
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
見
た
い
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。
A
I
で
検
知

し
た
結
果
は
ク
ラ
ウ
ド
に
一
元
的
に
集
約
さ
れ
、
管
理

者
に
検
知
し
た
際
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

警備DXをサポートする
映像AIサービス
OWLai（オウライ）

「警備業のＤＸ変革と
　未来の戦略導入
　セミナー」から

第一部
「業界課題とDX推進」

NECネッツエスアイ株式会社
DXソリューション事業本部ビジネスクリエーショ本部
サービスデザイングループ 若本　佳祐　氏

　警備防災委員会では、2月13日に警備業におけるDXの導入事例紹介や最新技術紹介などを
目的に標記セミナーを開催した。セミナーでは第一部にNECネッツエスアイ株式会社の若本氏、
第二部にALSOKファシリティーズ株式会社の鈴木氏と株式会社RoboSapiensの長尾氏が
講演を行い、警備業における業界課題やDXを紹介した。本特集ではセミナー内容から要点を
集約して掲載するので、警備業のDXに興味のある方は是非ご参考いただきたい。

特集
1



7 毎日ワイワイ KY活動　ヒヤリハットをとっとと共有　みんなで目指そうゼロ災害

「警備業のDX変革と未来の戦略導入セミナー」から特  集 １

　

現
在
提
供
し
て
い
る
映
像
A
I
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

と
し
て
は
、
以
下
と
な
り
ま
す
。

●
人
の
特
定
行
動
を
検
知
す
る
「
違
和
感
検
知
」

●
介
助
が
必
要
な
白
杖
及
び
車
い
す
利
用
者
を
検
知
す

る
「
白
杖
（
は
く
じ
ょ
う
）
車
い
す
検
知
」

●
特
定
エ
リ
ア
へ
の
人
の
侵
入
を
検
知
す
る
「
施
設
侵

入
監
視
」

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
認
識
し
て
、
車
両
ゲ
ー
ト
を

自
動
で
開
閉
す
る
「
車
両
入
退
場
自
動
化
」

●
特
定
エ
リ
ア
の
混
雑
度
を
検
知
す
る
「
混
雑
検
知
」・

「
人
流
解
析
」
な
ど

多
種
多
様
な
A
I
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

警
備
の
現
場
に
お
い
て
の
活
用
例
と
し
て
は
、
以
下

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
「
人
流
解
析
」
に
よ
る
施
設
の
入
退
場
者
の
可
視
化

　

導
入
前
：
従
来
は
施
設
の
最
終
退
場
者
が
入
退
場
管

理
表
に
最
終
退
室
を
記
載
す
る
ア
ナ
ロ
グ
の
運
用
を
行

っ
て
お
り
、
警
備
員
の
方
が
管
理
表
へ
の
記
載
漏
れ
や

最
終
退
場
者
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
為
、
警
備
員

の
方
の
業
務
が
増
え
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

導
入
後
：
施
設
の
入
退
場
口
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
で
施
設
内
の
入
退
場
者
を
自
動
で
カ
ウ
ン
ト
し
、

施
設
に
滞
在
し
て
い
る
人
数
や
最
終
退
室
を
遠
隔
か
ら

可
視
化
が
期
待
さ
れ
、
警
備
員
の
方
の
業
務
の
効
率
化

を
期
待
で
き
ま
す
。

◎
「
違
和
感
検
知
」、
「
白
杖
車
い
す
検
知
」
に
よ
る

　
案
内
窓
口
の
無
人
化

　
導
入
前
：
施
設
の
案
内
窓
口
利
用
者
に
対
し
て
迅
速

な
対
応
を
行
う
為
、
常
時
窓
口
対
応
ス
タ
ッ
フ
を
配
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と

が
難
し
い
運
用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
導
入
後
：
案
内
窓
口
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
案
内
窓

口
前
で
数
秒
間
立
ち
止
ま
っ
た
人
や
白
杖
・
車
い
す
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
を
検
知
、
ス
タ
ッ
フ
に
パ
ト
ラ
ン

プ
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
案
内
窓
口
の
無
人
化
が

期
待
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
窓
口
滞
在
時
間
が
減
少
し
、

業
務
の
効
率
化
を
期
待
で
き
ま
す
。

　

警
備
運
用
に
あ
た
り
、
警
備
員
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
、
施
設
利
用
者
の
安
全
と
安
心
の
レ
ベ
ル
を
高
め
た

い
な
ど
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

OWLaiとは

サービス概要

現実空間の「人・モノ・コト」を映像で情報収集。
プラットフォーム（データ収集/見える化/サービス連携他）と、最新の映像 AI 
技術を組み合わせることで、これからの社会へ独自の価値を提供し続けます 。

図2

図1



8十人十色危険は其々違った目　事故なんて私は平気それはない　みんなで知ろうその場所出来事

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
最
新
型
警
備
・
案
内
ロ
ボ
ッ
ト

「REBO
RG

-Z

」
は
、
自
律
走
行
す
る
本
体
に
、
カ

メ
ラ
、
集
音
マ
イ
ク
、
ガ
ス
検
知
な
ど
、
現
場
の
警
備

員
の
代
わ
り
に
な
る
た
め
に
五
感
を
活
か
し
た
あ
ら
ゆ

る
機
能
を
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
し
て
い
く
こ
と
で
、

機
能
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
人
混
み
の
中

を
走
行
す
る
「
安
全
性
」
は
一
番
重
視
さ
れ
る
た
め
、

レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
ー
を
含
め
て
超
音
波
の
仕
組
み
が
搭

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
社
の
４
足
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

階
段
や
傾
斜
地
、
足
場
の
悪
い
場
所
で
も
自
在
に
移
動

し
、
カ
メ
ラ
等
を
用
い
た
感
知
機
能
を
搭
載
し
、
２
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
作
を
自
律
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
災
害
救
助
や
工
場
作
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
に
は
、
こ
の
他
に
交
通
誘
導
ロ
ボ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
警
備
業
界
で
は
２
号
警
備
の
種
類
と
な

り
、
片
側
通
行
の
タ
イ
マ
ー
式
信
号
機
を
効
率
化
さ
せ

た
も
の
に
な
り
ま
す
。
制
御
装
置
、
通
過
検
知
機
能
な

ど
を
Ａ
Ｉ
と
カ
メ
ラ
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
ー
、
※
Ｌ
ｉ

Ｄ
Ａ
Ｒ
を
使
っ
て
検
知
を
し
て
、
通
過
車
両
台
数
を
カ

ウ
ン
ト
し
、
通
行
量
に
応
じ
た
適
切
な
誘
導
を
し
ま
す
。

A
L
S
O
K
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
　

鈴
木　
一
三　
氏

標準機能

他社
ロボット
事例①

DX
関連商品の

ご紹介

第二部

図1

図2

※ＬｉＤＡＲ：レーザーの反射光の情報をもとに、対象物までの距離や形などを計測する技術。



9 気を抜くな！慣れた作業と習慣行動

「警備業のDX変革と未来の戦略導入セミナー」から特  集 １

　

本
日
は
弊
社
が
開
発
す
る「Bam

boo shoot Actuator

」

と
い
う
伸
び
縮
み
す
る
機
械
要
素
の
ご
紹
介
と
、
そ
れ

が
警
備
や
点
検
に
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
屋
内
の
自
律
輸
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。
屋
内
の
自
律
輸
送
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
降
り
が
課
題
に
挙
が
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
で
行
う
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、
対
応
し
て
い
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
と
物

理
的
に
行
き
先
階
の
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
き
に
、
多
関
節
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
だ
と
制
御
が

難
し
か
っ
た
り
、
範
囲
が
狭
か
っ
た
り
、
あ
と
は
高
い

と
か
重
い
と
か
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
、
も
う
少
し
シ

ン
プ
ル
に
ボ
タ
ン
を
押
せ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
巻
き
尺
を
使
っ
た
機
器
を
開
発
し
、
距
離
を
測

る
と
き
に
使
う
メ
ジ
ャ
ー
を
物
を
押
し
た
り
す
る
機
械

要
素
と
し
て
制
御
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
開
発
が

始
ま
り
ま
し
た
。
通
常
の
機
器
だ
と
50
セ
ン
チ
突
出
さ

せ
よ
う
と
す
る
と
後
方
に
50
セ
ン
チ
以
上
の
収
納
ス
ペ

ー
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
巻
き
尺
で
す
と
巻
か
れ

て
収
納
す
る
の
で
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
積
載
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
１
方
向
だ
け
で
い
い
の
で
高
さ
方
向
に
伸

ば
し
た
い
と
い
う
ご
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、

「Bam
boo shoot A

ctuator

」
を
開
発
し
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
は
20
セ
ン
チ
四
方
の
小
さ
い
筐
体
（
き
ょ

う
た
い
）
の
中
か
ら
４
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
び
ま
す
。
重

さ
も
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
な
の
で
、
人
が
持
ち
運
び
し

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
先
端
に
は
カ
メ
ラ

な
ど
い
ろ
い
ろ
付
け
ら
れ
ま
す
。
中
身
は
巻
き
尺
で
、

金
属
テ
ー
プ
を
巻
い
て
収
納
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、

金
属
テ
ー
プ
は
湾
曲
し
て
い
る
の
で
、
伸
ば
し
た
と
き

に
直
立
し
ま
す
。　
　

　

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
機
器
の
点
検
が
簡
単
に
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
高
所
に
あ
る
火
災
警
報
器
の
点
検
な
ど

は
、
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
危
険
性
も
高
い
の
で
す
が
、

現
場
の
人
が
一
人
で
持
っ
て
い
っ
て
伸
ば
し
、
検
査
を

す
れ
ば
、
コ
ス
ト
と
危
険
性
を
低
減
で
き
る
か
と
思
い

ま
す
。

▲

想定ターゲット/市場課題図2

▲

図1 BambooshootActuator

株
式
会
社
R
o
b
o
S
a
p
i
e
n
s

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
　

長
尾　
俊　
氏



10ルール違反　しない・させない・見逃さない　みんなで取り組む０災害

１
は
じ
め
に

　

我
が
国
で
は
、
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
の
在
り
方
と

し
てSociety5.0

を
掲
げ
て
い
ま
す
。Society5.0

と
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
（
現
実
空
間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム

（C
yber Physical System

 : C
PS

）
に
よ
り
、
経

済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
、
人
間
中

心
の
社
会
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。Society5.0

を
社

会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
信
頼
性
や
日
本
の
競
争
力
を
確
保

し
た
形
で
実
現
す
る
た
め
、
関
係
各
省
や
産
業
界
が

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
調
達
・
運
用
・
管
理
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

が
繋
が
っ
て
新
た
な
価
値
を
生
む
も
の
をSystem

 of 

System
s

（
以
下
、
Ｓ
ｏ
Ｓ
）
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
に
多
様
な
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
か
つ
横
断
的
に

必
要
と
な
る
新
た
な
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

(In
fo

rm
a

tio
n

 a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ica

tio
n 

Technology)

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
法
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
を
踏
ま
え
て
全
体
最
適
を
図

り
つ
つ
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
こ
う
し
た
仕
組
み
を
設
計
す
る
場
と
し
て
、

２
０
２
０
年
5
月
に
日
本
の
Ｉ
Ｔ
国
家
戦
略
を
技
術

面
・
人
材
面
か
ら
支
え
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
独
立
行

政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
に
、
デ
ジ
タ

進む「スマートビル化」
の事例を学ぶ

特集
2

　ビルメンテナンスにおいてもDXやIoT化、省力化等が日々進んで
おり、それらを取り入れた先進的なビルは「スマートビル」と呼ば
れ、今後更に多くのビルに浸透していくことが予想される。
　本特集ではスマートビルの普及を進めている独立行政法人情報処
理推進機構様に、現在進めているスマートビルプロジェクトの概要
について教えていただくとともに、アイテック阪急阪神株式会社
様にスマートビルの導入事例について解説いただいた。
　先進的なビル管理に興味がある方は是非ご一読いただきたい。

第一部
スマートビルの社会実装と普及に向けて

独立行政法人情報処理推進機構　デジタルアーキテクチャ・デザインセンター　

スマートビルプロジェクト　リーダー
粕谷　貴司　氏



11 過信と油断が事故のもと　必ずやります　安全確認

進む「スマートビル化」の事例を学ぶ特  集 2

ル
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（D

igital 

A
rchitecture D

esign C
enter: 

以
下
、D
A

D
C

）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｃ
で
扱
う
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
と
は
「
シ

ス
テ
ム
が
存
在
す
る
環
境
の
中
で
の
、
シ
ス
テ
ム
の
基

本
的
な
概
念
ま
た
は
性
質
で
あ
り
、
そ
の
構
成
要
素
、

相
互
関
係
、
な
ら
び
に
設
計
お
よ
び
発
展
を
導
く
原
則

と
し
て
具
体
化
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｃ
は
そ

れ
ら
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
、
研
究
開
発
・
実
証
、

社
会
実
装
・
普
及
の
取
組
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
は
、
民
間
企
業
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
ス

マ
ー
ト
ビ
ル
の
社
会
普
及
を
目
的
に
２
０
２
２
年
4
月

か
ら
活
動
を
開
始
し
た
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｃ
の
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
活
動
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
に
よ
っ
て

目
指
す
べ
き
将
来
像

2
ス
マ
ー
ト
ビ
ル

　

Ａ
Ｉ 

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
や
ク
ラ
ウ
ド
の
普
及
、
自

律
的
に
移
動
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
台
頭
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
が
発
展
す
る
中
で
、
脱
炭
素
・
省
エ
ネ
へ
の
意

識
の
高
ま
り
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
人
手
不
足

へ
の
対
応
、
心
身
が
健
康
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

的
に
も
良
好
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
るW

ell-Being 

の
実
現
な
ど
、
世
の
中
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
ビ
ル
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

Society5.0

は
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
は
そ
の
手
段
と
い
え
ま
す
。
ビ
ル
に
お
け

る
Ｃ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
「
空
間
、
設
備
、
周
辺
環
境
等
の
デ

ー
タ
を
仮
想
空
間
へ
複
製
し
、
他
の
シ
ス
テ
ム
と
の
作

用
で
最
適
化
し
た
結
果
を
現
実
空
間
に
反
映
す
る
こ
と

で
、
人
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
に
働
き
か
け
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
機
能
を
持

つ
「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
」
が
適
切
に
運
営
管
理
さ
れ
る
こ

と
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
自

動
車
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
異
業
種
の
サ

ー
ビ
ス
と
も
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
最
適
化
さ
れ
た
社

会
の
実
現
を
支
え
ま
す
。
そ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
は
、

空
間
や
環
境
を
形
作
り
、
そ
れ
に
作
用
可
能
な
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
と
な
っ
て
、
将
来
的
に
起
こ
り
得
る
様
々
な

変
化
へ
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
人
々
に
価
値
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
よ
う
なSociety5.0

が
実
現
さ
れ
る
社
会
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の
あ
る

べ
き
将
来
像
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
シ
ー
ン
を
想
定

し
ま
し
た
。

ＤＡＤＣの体制図1
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１
．
ユ
ー
ザ
の
情
報
活
用
に
よ
る

　
　
ビ
ル
機
能
の
向
上

　

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の
ユ
ー
ザ
（
入
居
者
、
来
訪
者
）
の

位
置
情
報
、
属
性
情
報
と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の

活
用
で
す
。
例
え
ば
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ

た
ユ
ー
ザ
が
、
ビ
ル
の
出
入
口
や
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し

た
軌
跡
情
報
を
ビ
ル
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
用

の
マ
ッ
プ
を
自
動
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ら
の
マ
ッ
プ
を
、
ビ
ル
の
ユ
ー
ザ
や
オ
ー
ナ
ー
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
に
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ル
の

図
面
や
運
用
情
報
に
そ
れ
ら
の
人
流
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
、

さ
ら
に
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ビ
ル
管
理
人

員
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
配
置
の
最
適
化
も
可
能
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
の
実
現
に
お
い
て
は
、
ビ
ル

に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
活
用
に
お
け
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
整
備
や
、
社
会
通
念
の
醸
成
が
必
要
と
い
え

ま
す
。

２
．
大
量
の
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

　

ビ
ル
管
理
業
務
の
抜
本
的
な
省
人
化
、
コ
ス
ト
削
減

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
来
街
者
や
入
居
者
、
テ
ナ
ン

ト
に
新
た
な
体
験
価
値
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
ビ
ル

に
ロ
ボ
ッ
ト
が
大
量
に
導
入
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
で
も
、
少
し
ず
つ
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
進
ん
で
い

ま
す
が
、
少
な
く
と
も
１
つ
の
ビ
ル
に
１
０
０
台
近
く

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
る
シ
ー
ン
を
想
定
し
ま
し

た
。
想
定
し
た
シ
ー
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
多
く

の
セ
ン
サ
や
機
能
を
持
た
ず
、
一
つ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
よ
る
管
理
・
制
御
を
行
う
こ
と
や
ビ
ル
と
の
連
携
に

よ
っ
て
必
要
な
機
能
補
完
を
行
い
、
単
純
な
業
務
を
実

行
す
る
よ
う
な
安
価
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
が
望
ま
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
多
様
な
ビ
ル
設
備
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
清
掃
・
警
備
な
ど
の
ビ
ル
管
理
業
務
の
自
動

化
（
作
業
開
始
・
終
了
と
い
っ
た
判
断
の
自
動
化
、
作

業
そ
の
も
の
自
動
化
）
や
高
度
化
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

向
上
を
可
能
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
の
実
現
に

お
い
て
は
、
ビ
ル
の
環
境
整
備
に
加
え
、
ビ
ル
と
ロ
ボ

ッ
ト
の
連
携
の
た
め
の
規
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

３
．
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
の
連
携

　

ビ
ル
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
取
得
す
る
情
報
を
収
集
し
、
都

市
に
関
わ
る
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
連
携
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
広
域
リ
ソ
ー
ス
の
最
適
化
を
実

現
し
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ル
に
お
け
る
人
流
情
報
な
ど
を

連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
の
地
域

防
災
に
対
す
る
貢
献
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
治
体
へ
の
資
料
提
出
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
シ
ス
テ

ム
連
携
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
も
併
せ
て
推
進
し
、
省
人
化
を
図

る
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
の
実
現
に
は
、
国
や
自
治
体
を

巻
き
込
ん
だ
仕
組
み
作
り
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

スマートビルのあるべき将来像（実現シーン）図2
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進む「スマートビル化」の事例を学ぶ特  集 2

既
存
の
ビ
ル
と
の
違
い

　

図
3
に
既
存
の
ビ
ル
と
の
違
い
を
示
し
ま
し
た
。
建

設
・
不
動
産
領
域
に
お
い
て
も
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
お
り
、

既
に
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
ビ
ル
と
連
携
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
で
個
別
に
デ
ー
タ

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
シ
ス
テ
ム
連
携
に
は
そ

の
都
度
調
整
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
は

デ
ー
タ
を
起
点
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た
め
に
、

協
調
領
域
（
共
通
の
デ
ー
タ
モ
デ
ル
や
概
要
、
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
）
を
有
し
た
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
「
ビ
ル
Ｏ
Ｓ
」
を
有
し
ま
す
。
デ
ー
タ
の
冗
長

性
や
解
釈
の
揺
ら
ぎ
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
安
価
に
構
築
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
、
提
供
者
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
（
関
係
者
）
に
加
え
、
発
生
す
る
業
務
や
活

動
ま
で
巻
き
込
ん
で
最
適
化
さ
れ
る
の
が
ス
マ
ー
ト
ビ

ル
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ビ
ル
Ｏ
Ｓ
は
、
多
種
多
様
な
ビ
ル
の
設
備
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
デ
ー
タ
を
単
独
の
事
業
者
が
保
有
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
す
る
世
界
か
ら
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成

し
て
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
世
界
へ
と
、
変
遷
を
後

押
し
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
有
す
る
機
能
や
ア
プ

ロ
ー
チ
に
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
ゼ
ネ
コ

ン
や
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
開
発
と
提
供
を
進
め
て
お

り
、
海
外
で
も
同
様
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

定
義

　

前
節
で
示
し
た
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
は
、
単
独
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
、
都
市
Ｏ
Ｓ
な
ど

外
部
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す
る
Ｓ
ｏ
Ｓ
で
す
。
上
記
を

踏
ま
え
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
性

質
・
機
能
を
持
つ
ビ
ル
を
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
と
定
義
し
ま

し
た
。
な
お
、
国
内
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
に
対
す

る
決
定
的
な
定
義
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
国
外
の
関
連

団
体
・
認
証
制
度
に
お
い
て
も
個
別
ビ
ル
の
最
適
化
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
複
数
ビ
ル
の
最
適
化
ま
で
と
、
団

体
に
よ
り
定
義
に
幅
が
あ
り
ま
す
。

①
ビ
ル
内
外
の
I
T
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）
を
組
み
合

わ
せ
て
提
供
可
能
な
機
能
を
拡
張
し
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
や
追
加
を
行
い
ま
す
。

②
抽
象
化
さ
れ
た
ア
セ
ッ
ト
を
基
に
Ｃ
Ｐ
Ｓ
を
実
現
し
、

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
（
デ
ー
タ
を
に
基
づ
い
た
意
思
決

定
や
ア
ク
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
る
こ
と
）
な
制
御
を
可

能
と
し
ま
す
。

③
ビ
ル
間
協
調
を
典
型
と
し
た
外
部
ア
セ
ッ
ト
と
の
連

携
に
よ
り
、
街
の
構
成
要
素
と
し
て
よ
り
広
域
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
可
能
に
し
、
多
く
の
関
係
者
に
継
続

的
な
価
値
向
上
を
も
た
ら
し
ま
す
。

既存のビルとスマートビルの違い図3
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し
な
が
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
費
用
が
ま
だ
高
い
こ
と
が

多
く
、
投
資
対
効
果
に
合
わ
な
い
場
合
も
多
い
で
す
。

普
及
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
対
応
方
針

3
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の

普
及
に
向
け
て

　

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
を
普
及
す
る
た
め
の
基
本
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
ス
マ
ー
ト

ビ
ル
の
関
連
性
を
含
め
た
将
来
像
を
図
４
に
示
し
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
１
要
素
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
ビ

ル
が
、
ビ
ル
に
関
連
す
る
ア
セ
ッ
ト
か
ら
取
得
さ
れ
る

多
様
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
受

益
者
や
提
供
者
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
経
済
価

値
や
社
会
的
価
値
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
新
た

な
職
能
・
機
能
と
し
て
Ｍ
Ｓ
Ｉ
（
Ｍ
Ｓ
Ｉ
は
建
築
・

建
設
に
関
わ
る
各
工
程
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
を
駆
使
し

て
、
発
注
者
、
設
計
会
社
、
建
設
会
社
、
専
門
工
事
会

社
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。）
（M

aster System
 

Integrator

）
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
技

術
実
装
や
Ｍ
Ｓ
Ｉ
を
普
及
さ
せ
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

て
い
く
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
以
下
の
対
応
方

針
を
立
て
ま
し
た
。

①
業
界
標
準
の
策
定

②
普
及
促
進
制
度
の
設
計
・
運
用

③
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
優
良
な
ス
マ
ー

ト
ビ
ル
事
例
）
の
蓄
積

④
人
材
教
育
制
度
の
設
計

　

こ
の
方
針
に
則
り
、
２
０
２
３
年
5
月
31

日
に
「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
一

版
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
本
稿
で
も
述
べ
た
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の
定

義
や
、
シ
ス
テ
ム
構
成
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン

ス
や
Ｍ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
が
あ

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
に
参
照
く

だ
さ
い
。

　

一
方
、
デ
ー
タ
や
サ
ー
ビ
ス
、
新
た
な
セ

ン
サ
デ
バ
イ
ス
な
ど
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
ビ

ル
の
市
場
確
立
と
更
な
る
拡
大
に
は
非
常

に
時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
、
政
府
と
連

携
す
る
こ
と
で
表
彰
や
補
助
金
な
ど
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

（
規
制
や
罰
則
な
ど
）
を
明
確
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
そ
う
し
た
活
動
も
含
め
て
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
持
続
的
な
発
展
の
た
め
本

来
的
に
は
民
間
主
導
で
の
取
り
組
み
が
必

要
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
2
0
2
5
年
度
の
発
足
を
目
指

し
て
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の
業
界
団
体
の
立
ち

上
げ
準
備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

スマートビル普及のコンセプト図4
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1
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

実
現
に
寄
与
す
る

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
寄
与
す
る
サ
ー
ビ
ス
類

の
共
通
点
と
し
て
、
有
線
や
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
情
報
通
信
を
行
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
飛
躍
的
に
増

え
て
お
り
、
異
な
る
シ
ス
テ
ム
間
の
通
信
が
必
要
に
な

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
構
想
が
進
む
に
つ
れ
、
ビ
ル
内
に
は
有

線
、
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
至
る
と
こ
ろ
に
張
り
巡
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ビ
ル
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
一
元
的
に
効
率
よ
く
運
営
管
理
す

る
手
段
と
し
て
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注
目

を
集
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

2
設
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
手
法
の
変
化
の

兆
し

　

従
来
の
施
設
に
導
入
さ
れ
て
き
た
ビ
ル
設

備
は
シ
ス
テ
ム
単
体
で
運
用
す
る
こ
と
が
多

く
（
例
：
監
視
カ
メ
ラ
設
備
は
不
審
者
監
視

用
途
の
み
で
利
用
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
シ

ス
テ
ム
単
位
で
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
で
は
ス
マ
ー

ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
働
き
方
改

革
に
取
り
組
む
企
業
も
多
く
、
例
え
ば
監
視

カ
メ
ラ
の
映
像
を
利
用
し
て
特
定
行
動
を
警

報
と
し
て
検
知
す
る
こ
と
で
警
備
業
務
の
効

率
化
を
図
る
ほ
か
、
監
視
カ
メ
ラ
に
映
る
ヒ

ト
の
属
性
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
に
役
立
て
て
い

る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
も
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
従
来
の
ビ
ル
は
シ
ス

テ
ム
の
増
強
増
築
に
合
わ
せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
を

個
別
に
実
施
し
て
お
り
、
建
物
内
に
は
様
々
な
用
途
の

通
信
ケ
ー
ブ
ル
が
物
理
的
に
至
る
と
こ
ろ
に
敷
設
さ
れ

て
い
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
運
用
管

理
が
煩
雑
に
な
り
や
す
く
、
工
事
コ
ス
ト
も
都
度
発
生

す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
ビ
ル
内
に
共
用
可
能
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
基
盤
を
設
け
て
お
く
こ
と
で
、
通
信
を
利
用

スマートビルの
導入事例

アイテック阪急阪神株式会社　ファシリティ事業本部
　

担当課長　山﨑　福太郎　氏

設備ネットワーク構築手法の変化の兆し

第二部

図1
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す
る
設
備
や
シ
ス
テ
ム
は
、
各
階
に
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
イ
ッ
チ
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
接

続
す
る
だ
け
で
、
ビ
ル
内
外
問
わ
ず
必
要
な
箇
所
へ
通

信
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
情
報
通
信
基
盤
を
作

る
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。

3
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
導
入
事
例
に
つ
い
て

　

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ビ
ル
の
様
々
な
用
途
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
集
中
管
理
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

う
た
め
、
常
に
安
定
し
て
稼
働
し
続
け
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
。

　

設
備
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
利
用
で
き
な
い
状
況
が
発

生
す
る
と
、
防
災
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各
ビ

ル
設
備
用
の
監
視
装
置
で
状
態
監
視
や
遠
隔
制
御
が
出

来
な
く
な
り
、
ビ
ル
の
維
持
運
営
に
必
要
な
業
務
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
事
例
物
件
は
、
２
０
１
５
年
～

２
０
２
２
年
の
工
事
期
間
を
要
し
た
百
貨
店
を
内
包
す

る
オ
フ
ィ
ス
複
合
ビ
ル
（
延
床
面
積
約
26
万
㎡
）
新
築

工
事
時
に
導
入
し
た
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲

　

最
初
に
「
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲
」
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
収
容
し
て

統
合
す
れ
ば
最
適
で
あ
る
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

お
り
ま
し
た
。

　

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
が
指
す
定
義
は
一

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ル
に
関
わ
る
全
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
統
合
す
る
こ
と
を
定
義
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

用
途
別
に
統
合
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
定
義
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

事
例
物
件
で
は
、
設
備
系
と
業
務
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ま
で
は
統
合
せ
ず
、
間
接
的
に
必
要
な
情
報
の
み
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
用
途
毎
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
離
し
て
設
計
し
ま
し
た
。

　

物
理
分
離
し
た
原
因
は
「
会
社
の
運
用
ル
ー
ル
」
や

「
ビ
ル
設
備
の
動
作
保
証
」
が
主
な
理
由
に
な
り
ま
す
。

運
用
ル
ー
ル
面
で
は
、
会
社
の
業
務
系
で
利
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
に
は
指
定
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

や
資
産
管
理
ソ
フ
ト
、
暗
号
化
ソ
フ
ト
な
ど
様
々
な
管

理
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
会

社
の
情
報
管
轄
部
門
が
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
情
報
端
末
が
正
し
く
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
外
部
へ
の
情
報
漏

洩
を
避
け
る
た
め
の
措
置
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
ビ
ル
設
備
系
で
は
、
設
備
毎
の
安
全
な
ク
ロ

ー
ズ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
下
で
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ

せ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
も
業
務
系
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
準
備
が
不
要
と
な

り
、
設
備
毎
に
個
別
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
業
務
系
や
設
備
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
統

合
化
し
た
場
合
、
会
社
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
や
、
「
ビ
ル
設
備
の
動
作

保
証
」
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
ビ
ル
設
備
の
動
作
保
証

と
は
、
設
備
メ
ー
カ
ー
が
意
図
し
な
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
設
備
機
器
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
場
合
、
設
備
の
動

作
保
証
が
効
か
な
く
な
る
、
と
い
う
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
も
と
に
、
最
終
的
に
業
務
系
と
設

備
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
物
理
分
離
し
、
用
途
別
に
管

理
し
た
ほ
う
が
運
用
面
・
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
最
適
で

あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
構
想
に
お
い
て
ビ
ル
設
備
系
の
統
合
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
一
般
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
ビ
ル
の
あ
ら

ゆ
る
通
信
を
一
元
管
理
す
る
必
要
性
が
今
後
も
無
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

耐
障
害
性
お
よ
び
可
用
性

　

次
に
耐
障
害
性
お
よ
び
可
用
性
に
つ
い
て
、
止
ま
ら

な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
冗
長
化

技
術
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
単
体
に
お
い
て
は
機
器
二

重
化
を
行
っ
た
う
え
で
、
通
信
経
路
も
複
数
準
備
す
る

こ
と
で
、
機
器
単
体
の
故
障
や
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
故
障
、

通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
断
線
が
発
生
し
て
も
障
害
に
耐
え
う

る
構
成
技
術
）
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。



17 緩めるな！財布のひもと安全意識　日々の生活に取り入れよう

進む「スマートビル化」の事例を学ぶ特  集 2

　

し
か
し
、
ビ
ル
設
備
機
器
と
接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
を
二
重
化
し
た
場
合
、
ビ
ル
設
備
側
の
機
器
に

つ
い
て
も
二
重
化
の
検
討
が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
あ

ら
ゆ
る
機
器
の
二
重
化
＝
コ
ス
ト
の
肥
大
化
、
と
い
う

状
況
に
な
る
た
め
、
運
用
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
結
果
、
ビ
ル
設
備
と
接
続
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
の
み
二
重
化
を
取
り
止
め
、
故
障
時
は
速
や
か

に
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
予
備
機
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
設
計
を
進
め
ま
し
た
。
近
年
の
技
術
に
は
、
障
害

時
に
物
理
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
を
取
り
替
え
る
だ

け
で
設
定
情
報
を
自
動
的
に
復
旧
さ
せ
る
機
能
を
持
っ

た
機
器
も
登
場
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
機
能
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
付
加
し
て
お
く
こ
と
で
停
止
時
間

の
更
な
る
短
縮
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
可
用
性
の
高
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
障
害
性
や
可
用
性
の
検
討
と
並
行
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
健
全
性
を
設
備
管
理
者
が
速
や
か
に

把
握
で
き
る
状
況
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
二
重
化

統合ネットワークの導入事例について（業務系ネットワークのイメージ）

統合ネットワークの導入事例について（設備系ネットワークのイメージ）

図2

図3
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し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
片
系
が
故
障
し
て
ダ

ウ
ン
し
た
場
合
に
お
い
て
も
ビ
ル
設
備
は
正
常
に
稼
働

し
続
け
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
異
常
に
気
付
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
端
末
で
統

合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
を
可
視
化
し
な
が
ら
、
警
報

パ
ト
ラ
イ
ト
や
メ
ー
ル
通
知
な
ど
、
管
理
者
が
素
早
く

異
常
に
気
付
く
た
め
の
仕
掛
け
が
必
要
で
す
。

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
期
待
効
果

　

最
後
に
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
期
待
効
果
に
つ
い
て
、

主
に
３
つ
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
品
質
の
均
一
化
で
す
。
従

来
は
設
備
毎
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
敷
設
し
て
い
る
た
め
、

通
信
速
度
や
耐
障
害
性
の
ば
ら
つ
き
に
加
え
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
全
て
の
ビ
ル
設

備
に
対
し
て
個
別
に
対
策
が
必
要
で
し
た
。
統
合
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
全
て
の
ビ
ル
設
備
が
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
品
質
で
通
信
が
利
用
で
き
る
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ホ
ー
ル
の
対
応
も
一
斉
に
実
施
可
能
な
た
め
、
管
理
上

も
優
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
デ
ー
タ
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と

で
す
。
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
や
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
で
は
、
異
な

る
設
備
や
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
新
し

い
活
用
方
法
を
見
出
す
こ
と
で
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
導
入
さ
れ
て
い
れ
ば
、
通
信
設
定
を
変
更
す
る
だ
け

で
、
異
な
る
設
備
や
シ
ス
テ
ム
間
の
通
信
を
繋
げ
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
拡
張
性
で
す
。
新
し
い
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
設
備
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
、
新

規
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
敷
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
昨
今
で
は
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
提
供
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
統
合
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
（
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
と
の
出
入
口
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
導
入
の
敷
居
を
下
げ

て
く
れ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

4
終
わ
り
に

　

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
目
的
や
用
途
が
あ
え
ば
利
用

価
値
の
高
い
通
信
手
段
に
な
り
ま
す
が
、
過
剰
な
設
計

や
統
合
範
囲
次
第
で
は
、
費
用
対
効
果
の
合
わ
な
い
通

信
設
備
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
今

で
は
あ
ら
ゆ
る
ビ
ル
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
最
適
な

設
備
運
転
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
ビ
ル

に
合
わ
せ
た
最
適
な
通
信
設
備
（
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

範
囲
の
検
討
が
必
要
）
の
準
備
は
必
須
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
に
向
け
て

ビ
ル
の
設
備
や
情
報
通
信
の
専
門
知
識
を
有
す
る
設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
存
在
は
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

弊
社
は
ビ
ル
設
備
や
情

報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
ビ
ル
事
業
者
な
ら

び
に
建
設
業
界
関
係
者
の

一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

統合ネットワークの導入事例について　（冗長化範囲のイメージ）図4
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公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第134回

理 事 会 報 告
令和６年度 事業計画及び予算を承認
■日時　令和6年3月5日（火）午後2時57分～午後4時7分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事19名、監事3名

■審議事項
第１号議案　入会の承認について
　　その１　正会員　株式会社エヌアールサービス
　　その２　正会員　株式会社サイリス

　　その３　正会員　日章警備保障株式会社
　　その４　正会員　日都産業株式会社
　　その５　正会員　株式会社FOREST
第２号議案　令和６年度 事業計画について
第３号議案　令和６年度 予算について
第４号議案　令和６年度 資金調達及び設備投資の見込みについて
第５号議案　第14回定時総会の招集について　
第６号議案　ビルメンテナンス会館利用規則の一部改正について
第７号議案　委員会委員の追加選任について

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

雨
模
様
に
加
え
今
日
は
ま
た
寒
い
と
い
う
こ
と
で
、

寒
暖
の
差
が
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
る
。
今
日
は
啓
蟄

で
、
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
減
じ
て
き
て
い
る

が
、
健
康
に
は
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

能
登
半
島
の
地
震
か
ら
は
や
2
か
月
た
っ
た
。
総
体

的
に
は
大
分
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
厳
し
い
と
こ

ろ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
全
国
協
会
と
し
て
も
対
応
し

て
お
り
、
先
週
、
一
戸
直
前
会
長
ら
と
金
沢
に
伺
っ
た
。

お
見
舞
金
を
渡
し
て
状
況
を
聞
く
と
、
北
陸
３
県
協
会

も
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
が
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
全
国
協
会
と
し
て
も
、
応
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
日
は
、
審
議
事
項
が
多
数
あ
る
。
正
会
員
に
つ
い

て
多
く
の
入
会
希
望
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
審
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
予
算
や
次
回
定
時
総
会

の
案
件
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

そ
の
１　
正
会
員　
株
式
会
社
エ
ヌ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

そ
の
２　
正
会
員　
株
式
会
社
サ
イ
リ
ス

そ
の
３　
正
会
員　
日
章
警
備
保
障
株
式
会
社

そ
の
４　
正
会
員　
日
都
産
業
株
式
会
社

そ
の
５　
正
会
員　
株
式
会
社
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

　

標
記
5
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
1　
株
式
会
社
エ
ヌ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
昭
和

41
年
に
空
調
管
理
の
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、

現
在
は
清
掃
業
が
中
心
の
会
社
で
あ
る
。
講
習
会
の

受
講
等
に
よ
る
技
能
向
上
や
各
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
株
式
会
社
東
海
管
理
舎
で
あ
る
。

そ
の
2　
株
式
会
社
サ
イ
リ
ス
は
平
成
5
年
に
清
掃

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在
は
ビ
ル
全
体
の

管
理
業
務
会
社
と
し
て
設
備
管
理
業
務
等
も
行
っ
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
の
た
め
、
教
育
や
最
新

情
報
の
取
得
、
各
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目

的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式

会
社
ア
イ
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
の
３　
日
章
警
備
保
障
株
式
会
社
は
昭
和
45
年
に

設
立
さ
れ
、
警
備
業
を
中
心
に
一
部
清
掃
業
も
行
っ

て
き
た
。
清
掃
業
務
の
事
業
拡
大
に
よ
り
、
技
能
向

上
や
情
報
収
集
の
た
め
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推

薦
会
社
は
、
朝
日
管
財
株
式
会
社
で
あ
る
。

そ
の
４　
日
都
産
業
株
式
会
社
は
昭
和
53
年
に
設
立

さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
や
銀
行
等
の
清
掃
を
行
っ
て
き
た
。

サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
の
た
め
、
情
報
収
集
や
講
習
会

の
活
用
、
資
格
取
得
に
よ
る
社
員
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
株
式
会
社
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

そ
の
５　
株
式
会
社
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
は
令
和
2
年
に

設
立
さ
れ
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
や
建
築
請
負
事
業
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を
行
っ
て
き
た
。
講
習
会
受
講
等
に
よ
る
人
材
育
成

や
外
国
人
材
受
入
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
外

国
人
雇
用
拡
大
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。

推
薦
会
社
は
、
東
京
コ
ニ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
令
和
６
年
度 

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、
関
連
が
あ

る
第
３
号
議
案
令
和
６
年
度
予
算
案
、
第
４
号
議
案

令
和
６
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
と

と
も
に
一
括
し
て
提
案
を
受
け
た
後
、
個
別
に
採
決

さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

新
規
事
業
や
拡
大
・
縮
小
し
た
事
業
、
終
了
し
た

事
業
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
の
あ
っ

た
事
業
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
説
明
す
る
。

1　
新
規
の
事
業

　

建
管
で
は
、
ト
イ
レ
清
掃
や
床
ワ
ッ
ク
ス
塗
布
の

際
な
ど
に
清
掃
現
場
で
使
用
し
て
い
る
作
業
表
示
板

に
つ
い
て
、
使
用
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
注
意
喚
起

を
図
る
た
め
に
、
表
示
内
容
を
差
し
替
え
て
変
更
で

き
る
掲
示
物
を
作
成
す
る
。

　

保
全
で
は
、
メ
ー
カ
ー
や
業
界
各
社
の
省
エ
ネ
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
ほ
か
、
給
排

水
管
、
電
気
設
備
等
の
修
繕
時
期
の
特
定
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
検
査
や
診
断
技
術
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
。

2　
不
定
期
開
催
の
事
業

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
、
7

月
18
、
19
日
に
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松

町
館
で
開
催
す
る
。

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
、
海
外
研
修
視

察
、
役
員
・
委
員
の
集
い
は
開
催
年
度
で
は
な
く
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
に
替
え
る
。

3　
事
業
の
拡
大

　

建
管
の
Ａ
コ
ー
ス
、
保
全
の
専
門
講
習
、
障
が
い

の
セ
ミ
ナ
ー
を
拡
大
す
る
。

4　
事
業
の
縮
小

（
1
）
講
習
会
関
係

　

警
備
は
法
令
改
正
等
の
結
果
、
受
講
者
が
減
少
を

続
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
績
に
応
じ
て
見
直

す
。

　

労
務
の
危
険
予
知
訓
練
及
び
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
講
習
は
平
年
ベ
ー
ス
に
戻
し
、
講
師
派
遣
事
業
は

実
績
に
合
わ
せ
て
見
直
す
。

　

障
が
い
関
係
の
各
種
事
業
も
実
績
に
応
じ
て
規
模

を
見
直
す
。

（
2
）
講
習
会
以
外

　

年
11
回
発
行
し
て
い
る
広
報
誌
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
』
に
つ
い
て
、
理
事
会
開
催
に
合
わ
せ
、
年
6

回
発
行
と
す
る
。

5　
事
業
の
終
了

　

広
報
の
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
か
か
る
カ
レ

ン
ダ
ー
製
作
と
障
が
い
の
清
掃
現
場
体
験
指
導
に
つ

い
て
は
一
旦
休
止
し
、
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

経
営
研
究
の
公
的
助
成
金
等
の
周
知
は
、
全
国
協

会
の
事
業
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
終
了
す
る
。

6　
そ
の
他

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
つ
い
て
は
、
例
年

通
り
開
催
に
協
力
す
る
。

第
３
号
議
案　
令
和
６
年
度 

予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

正
式
な
予
算
書
は
正
味
財
産
増
減
計
算
書
だ
が
、

協
会
の
運
転
資
金
の
現
状
を
直
接
表
す
も
の
で
は
な

い
た
め
、
今
回
は
収
支
計
算
書
を
中
心
に
説
明
す
る
。

１　
事
業
活
動
収
入

　

会
費
収
入
は
、
5
年
度
予
算
と
お
お
む
ね
同
額
を

計
上
し
た
。

　

事
業
収
入
は
、
講
習
会
の
受
講
料
改
定
や
設
備
専

任
講
師
を
活
用
し
た
新
規
講
習
を
複
数
立
ち
上
げ
、

増
と
な
る
。
ま
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
の

開
催
年
度
で
あ
る
た
め
、
出
展
料
収
入
を
計
上
し
た
。

　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
収
入
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

親
睦
事
業
収
入
が
減
の
一
方
、
会
議
室
収
入
は
利
用

料
金
減
免
率
を
50
％
か
ら
35
％
に
改
定
し
、
増
と
な

る
。

　

以
上
、
事
業
活
動
収
入
計
は
3
億
１
７
６
０
万
円
、

5
年
度
予
算
比
で
１
９
８
９
万
円
の
増
と
な
る
。

２　
事
業
活
動
支
出

事
業
費

　

①
建
管
：
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
の
開

催
年
度
で
は
な
い
た
め
、
１
１
５
万
円
の
減
と
な
る
。

　

②
警
備
：
受
講
人
数
の
減
少
に
合
わ
せ
て
開
催
回

数
を
見
直
し
た
た
め
、
２
１
９
万
円
の
減
と
な
る
。

　

③
保
全
：
協
会
専
任
講
師
の
担
当
増
に
よ
り
、

２
４
０
万
円
の
減
と
な
る
。

　

④
普
及
啓
発
：
講
師
派
遣
会
員
企
業
に
対
す
る
協

力
金
は
、
令
和
5
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

し
、
55
万
円
の
減
と
な
る
。
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障
が
い
者
等
自
立
支
援
は
、
清
掃
現
場
体
験
指
導

等
を
一
旦
休
止
し
、
３
３
３
万
円
の
減
と
な
る
。

　

広
報
誌
は
年
6
回
発
行
と
し
４
８
７
万
円
の
減
、

ま
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
を
休
止

し
５
１
０
万
円
の
減
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア

は
開
催
年
度
の
た
め
１
９
６
１
万
円
の
増
と
な
る
。

　

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
：
会
館
管
理
運
営
は

水
道
光
熱
費
や
修
繕
費
の
減
で
１
４
８
２
万
円
の
減

と
な
る
。

管
理
費

　

有
期
雇
用
職
員
の
勤
務
日
数
の
減
、
退
職
手
当
の

減
な
ど
に
よ
り
、
5
年
度
比
１
２
５
９
万
円
の
減
と

な
る
。

　

以
上
、
事
業
活
動
収
入
計
か
ら
事
業
活
動
支
出
計

を
差
し
引
い
た
事
業
活
動
収
支
差
額
は
、
5
年
度
比

６
８
９
５
万
円
改
善
し
、
プ
ラ
ス
の
50
万
円
と
な
っ

た
。

3
号
議
案
―
４　

令
和
6
年
度
予
算
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内
訳
表

　

公
1
か
ら
公
4
ま
で
の
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期

経
常
増
減
額
の
欄
は
、
い
ず
れ
も
公
益
事
業
に
関
わ

る
収
入
よ
り
も
費
用
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
収
支
相

償
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

公
益
目
的
事
業
計
の
比
率
は
63
・
9
％
で
50
％
を

超
え
、
公
益
事
業
比
率
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

遊
休
財
産
保
有
限
度
額
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

算
出
で
き
な
い
が
、
保
有
基
準
の
１
０
０
％
以
内
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

第
４
号
議
案　
令
和
６
年
度 

資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

本
議
案
は
、
東
京
都
へ
の
事
業
計
画
提
出
時
の
付

属
書
類
で
あ
り
、
令
和
6
年
度
予
算
と
は
別
に
議
決

す
る
よ
う
、
東
京
都
よ
り
指
導
さ
れ
て
い
る
。

1　
資
金
調
達
の
見
込
み

　

融
資
等
を
受
け
る
必
要
の
な
い
財
政
状
態
で
あ
り
、

資
金
調
達
の
予
定
は
な
い
。

2　
設
備
投
資
の
見
込
み

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
を
は
じ
め
4
件
の
会
館

工
事
が
あ
り
、
計
３
１
８
１
万
円
と
な
る
。

第
５
号
議
案　
第
14
回
定
時
総
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

定
款
第
16
条
第
1
項
に
基
づ
き
、
令
和
6
年
6
月

4
日
火
曜
日
午
後
2
時
30
分
よ
り
、
第
14
回
定
時
総

会
を
招
集
す
る
。
審
議
事
項
は
令
和
５
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
、令
和
５
年
度
決
算
承
認
の
件
、令
和
６
・

７
年
度
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選

任
の
件
で
あ
る
。

　

開
催
方
法
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
し
て
お
り
、
総
会

終
了
後
に
は
懇
親
会
も
実
施
す
る
。

第
６
号
議
案　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
利
用
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

改
正
の
主
旨
は
2
点
。
1
点
目
は
、
当
会
館
の
設

備
更
新
や
修
繕
工
事
に
係
る
経
費
や
水
道
光
熱
費
は

年
々
上
昇
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
を
利
用
料
に
転
嫁

で
き
て
お
ら
ず
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
利
用
料
金
の

減
免
率
を
50
％
と
し
て
い
る
会
員
や
全
国
協
会
な
ど

の
団
体
に
つ
い
て
、
35
％
に
改
正
す
る
。

　

２
点
目
は
、
研
修
室
を
分
割
で
使
用
し
た
際
の
利

用
料
金
の
不
均
衡
に
つ
い
て
是
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

施
行
日
は
、
令
和
6
年
6
月
1
日
と
す
る
。

第
７
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

①
労
務
管
理
委
員
会
労
災
収
支
改
善
小
委
員
会
委

員
に
、
ウ
ィ
ズ
株
式
会
社
、
業
務
管
理
部
次
長
の
小

関
政
夫
氏
を
提
案
す
る
。
氏
は
、
同
社
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
た
大
村
和
弘
氏
の
後
任
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
。

会
社
で
は
清
掃
業
務
に
長
年
携
わ
る
傍
ら
、
安
全
な

職
場
づ
く
り
を
主
導
し
て
い
る
。

　

②
経
営
研
究
委
員
会
官
公
庁
契
約
小
委
員
会
委
員
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に
、
株
式
会
社
シ
ー
ビ
ー
エ
ス
の
豊
田
泰
直
氏
を
提

案
す
る
。
氏
は
、
会
社
で
官
公
庁
入
札
部
門
を
長
年

担
当
し
て
お
り
、
深
い
知
見
を
有
し
て
い
る
。

　

任
期
は
、
い
ず
れ
も
今
年
3
月
1
日
か
ら
令
和
7

年
6
月
30
日
ま
で
で
あ
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
価
格
交
渉
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

　

回
答
者
数
は
全
体
の
54
・
7
％
で
あ
る
１
４
４
６

社
、
そ
の
う
ち
官
公
庁
物
件
の
受
注
が
あ
る
会
社
が

69
％
、
９
９
８
社
だ
っ
た
。
価
格
交
渉
の
実
施
は

９
９
８
社
の
51
・
9
％
で
あ
る
５
１
８
社
が
行
い
、

そ
の
う
ち
64
・
1
％
の
３
３
２
社
が
、
成
果
が
あ
っ

た
と
回
答
し
た
。

　

一
方
、
１
０
４
社
が
「
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
お
り
、
98
社
が
「
予
算
が
な
い
」
と
言

わ
れ
た
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
中
に
は
「
現
契
約
で

の
契
約
が
困
難
な
ら
契
約
を
解
除
し
、
改
め
て
競
争

入
札
に
か
け
る
」
と
言
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　

価
格
交
渉
を
行
わ
な
か
っ
た
４
８
０
社
に
そ
の
理

由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
１
８
１
社
か
ら
「
発
注
者
に

交
渉
は
で
き
な
い
」
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

イ　
2
0
2
4
年
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟

に
対
す
る
要
望
書
の
回
答

　

全
国
協
会
と
全
政
連
が
昨
年
提
出
し
た
要
望
に
つ

い
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
の
橋
本
会
長

名
で
回
答
が
あ
っ
た
。

　

主
な
点
だ
が
、
発
注
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強
化
に
つ

い
て
、
発
注
関
係
事
務
担
当
職
員
の
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
を
要
望
し
て
い
た
が
、
現
在
全
国
協
会
や

地
方
自
治
体
関
係
者
も
交
え
て
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
度
末
ま
で
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成
す
る

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

ウ　
第
54
回 

実
態
調
査
報
告

　

昨
年
10
月
中
旬
に
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た『
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
年
鑑
２
０
２
４
』
を
3
月
中

旬
に
全
国
協
会
か
ら
会
員
に
送
付
す
る
。

　

回
答
率
は
、
前
回
か
ら
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
減
の
35
・

1
％
だ
っ
た
。
業
界
が
抱
え
る
課
題
な
ど
関
係
各
所

に
働
き
か
け
る
に
は
、
根
拠
資
料
と
し
て
よ
り
精
度

の
高
い
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
今
年
9
月
に
は
第

55
回
の
調
査
を
実
施
す
る
の
で
、
引
き
続
き
回
答
に

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

エ　
第
２
回 

新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
会
２
０
２
４
ド
バ
イ
の
開
催

　

第
2
回
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
開
催

さ
れ
る
。
日
程
は
10
月
6
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
木
）

ま
で
の
5
日
間
で
あ
る
。
2
月
中
旬
に
案
内
を
送
付

し
て
い
る
の
で
、
参
加
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

オ　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
対
応

　

1
月
中
旬
に
全
国
協
会
か
ら
文
書
が
発
出
さ
れ
た

が
、
石
川
、
富
山
、
福
井
、
新
潟
の
各
県
で
は
、
協

会
事
務
所
や
所
属
会
員
に
特
段
の
被
害
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

　

全
国
協
会
で
は
、
会
員
の
営
業
被
害
や
地
区
協
会

が
行
う
災
害
協
定
へ
の
資
金
援
助
な
ど
、
幅
広
い
援

助
を
可
能
と
す
る
た
め
の
規
則
改
正
を
行
い
、
災
害

協
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
負
担
費
用
な
ど
に
即
時
活

用
で
き
る
よ
う
１
０
０
０
万
円
の
資
産
を
取
崩
し
、

準
備
を
整
え
た
。
ま
た
、
2
月
29
日
に
は
、
全
国
協

会
の
佐
々
木
会
長
、
一
戸
直
前
会
長
等
が
石
川
県
協

会
の
浅
岡
会
長
ら
を
訪
問
し
、
１
０
０
万
円
の
義
援

金
を
お
届
け
し
た
。

⑵　
委
員
会
報
告　
　
　

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

（
ア
）
第
58
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
の
案
内
と
対
象

従
業
員
推
薦
の
お
願
い

　

第
58
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
に
お
け
る
表
彰
対
象

従
業
員
の
推
薦
を
お
願
い
し
た
い
。
式
典
は
6
月
18

日
14
時
か
ら
、
会
場
は
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ホ
ー

ル
Ｃ
で
あ
る
。
各
社
か
ら
5
名
を
限
度
に
推
薦
を
受

け
付
け
る
。
推
薦
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
で
、
締
切
り

は
4
月
5
日
で
あ
る
。

（
イ
）
令
和
６
年 

新
年
賀
詞
交
歓
会
の
実
施
報
告

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
立
食
形
式
に
戻
し
、
来
賓
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も
各
種
団
体
か
ら
19
名
、
政
連
が
支
援
す
る
議
員
は

8
名
が
出
席
、
入
場
者
総
数
は
３
３
８
名
と
コ
ロ
ナ

禍
前
と
同
規
模
と
な
っ
た
。

　

収
支
だ
が
、
収
入
は
２
９
８
万
円
、
支
出
は
４
２
３

万
５
０
０
０
円
、
収
支
差
額
は
１
２
５
万
５
０
０
０

円
と
な
っ
た
。

（
ウ
）
正
会
員
の
倒
産
に
伴
う
対
応

　

正
会
員
の
株
式
会
社
須
田
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
、
1
月
末
を
最
後
に
会
社
や
代
表
者
と
連
絡
が
つ

か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
現
時
点
で
は
正
式
な

倒
産
日
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
退
会
の
意
思
確
認
も

で
き
て
い
な
い
。
一
方
、
こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と

会
費
未
納
額
が
積
み
上
が
る
た
め
、
1
月
末
を
も
っ

て
協
会
サ
ー
ビ
ス
を
一
旦
停
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
扱
い
は
全
協
も
同
様
と
す
る
こ
と
を
確
認
済
で

あ
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

（
ア
）
現
場
で
働
く
従
業
員
の
心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

　

3
月
13
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
当
セ

ミ
ナ
ー
で
は
昨
年
秋
の
労
災
認
定
基
準
の
改
正
の
具

体
的
な
内
容
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
従
業
員
の
心
の
ダ
メ
ー
ジ
と
な
ら

な
い
た
め
に
企
業
が
で
き
る
対
策
を
考
え
る
。

（
イ
）
転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
の
つ
く
り
方
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
報
告

　

2
月
22
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
第
一

部
で
は
、
眼
科
の
先
生
に
目
の
不
調
と
転
倒
の
関
係

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
代
表
に
Ａ
Ｉ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
転
倒
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
合
わ
せ
て
約
50
名

の
参
加
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
し
い
切
り

口
で
転
倒
防
止
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を
評
価
す
る
等

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

〇
第
98
回
ビ
ル
メ
ン
野
球
大
会
の
開
催

　

野
球
大
会
の
会
場
は
主
に
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
、
5
月
12
日
か
ら
3
週
に
わ
た
り
毎
週
日

曜
日
に
開
催
し
、
準
決
勝
ま
で
を
行
う
。
決
勝
戦
と

3
位
決
定
戦
の
開
催
日
と
会
場
は
現
在
調
整
中
で
あ

る
が
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
吉
澤
担
当
理
事

〇
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
報
告

　

年
2
回
実
施
し
て
い
る
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見

交
換
会
を
1
月
22
日
に
実
施
し
た
。
今
回
は
ゼ
ロ
都

債
活
用
に
よ
る
入
札
時
期
の
前
倒
し
に
加
え
、
入
札

参
加
資
格
者
に
対
す
る
社
会
保
険
の
適
正
加
入
の
確

認
の
実
施
な
ど
、
長
年
要
望
し
て
い
た
要
望
が
前
進

し
た
。
引
き
続
き
業
界
発
展
の
た
め
に
意
見
交
換
、

要
望
活
動
を
進
め
て
い
く
。

オ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
谷
川
委
員
長

○
清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報

告
　

3
月
1
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
有
機
物
汚
れ
を
数
値
化
す
る

A
T
P
測
定
器
を
使
用
し
た
実
証
実
験
の
結
果
な
ど

に
つ
い
て
、
当
委
員
会
の
正
田
委
員
が
講
演
し
た
。

　

当
日
は
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
清
掃
状
況
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
オ
ー
ナ
ー
へ

の
清
掃
回
数
や
方
法
な
ど
の
説
明
に
信
憑
性
が
増
し

今
後
の
提
案
に
利
用
し
た
い
と
の
回
答
を
得
ら
れ
た
。

カ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
鈴
木
委
員
長

（
ア
）
立
入
の
現
状
と
警
備
業
の
課
題
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

　

4
月
3
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
警
備

業
に
関
係
す
る
違
反
取
引
対
策
の
効
果
的
な
交
渉
方

法
や
過
去
の
事
例
、
人
手
不
足
対
策
と
し
て
高
齢
者

が
長
く
活
躍
で
き
る
体
制
づ
く
り
等
を
講
演
し
て
い

た
だ
く
。
ま
た
、
約
5
年
ぶ
り
に
警
視
庁
担
当
官
を

お
招
き
し
、
警
備
員
に
関
わ
る
最
新
の
事
件
事
故
情

報
及
び
立
入
検
査
に
お
け
る
要
点
な
ど
を
お
伝
え
す

る
。

（
イ
）
警
備
防
災
参
考
シ
ー
ト
の
製
作
報
告　
　

　

2
種
類
の
下
敷
き
を
作
製
し
た
。
傷
病
者
や
火
災

の
発
生
な
ど
の
緊
急
時
、
不
審
者
や
危
険
物
な
ど
の

確
信
が
持
て
な
い
と
き
な
ど
、
現
場
警
備
員
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
作
製
し
た
。
こ
ち
ら
は
協
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■第 134回理事会

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

（
ウ
）
警
備
業
の
Ｄ
Ｘ
変
革
と
未
来
の
戦
略
導
入
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

2
月
13
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
Ｎ
Ｅ

Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
や
株
式
会
社
ロ
ボ
サ

ピ
エ
ン
ス
、
そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
株
式
会
社
が
警
備
業
界
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性

や
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
警
備
ツ
ー
ル
な
ど
を
ご
紹
介

し
た
。

　

当
日
は
計
72
名
が
受
講
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

好
評
を
い
た
だ
い
た
。

キ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

（
ア
）
第
22
回
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会
へ
の
委

員
派
遣
報
告　

　

2
月
18
日
に
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
東
京
支
部
主
催
の
第
22
回
東
京
障

害
者
技
能
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京
協
会
は

こ
の
大
会
に
協
賛
し
、
検
定
委
員
・
補
佐
員
を
派
遣
、

開
催
に
協
力
し
た
。

　

会
員
企
業
で
は
、
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
支
店
緑
川
佐
助
氏
が
金
賞
、
株
式
会
社
ビ
ケ
ン

テ
ク
ノ
東
京
本
部
梶
瑞
貴
氏
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

金
賞
を
受
賞
し
た
緑
川
氏
は
、
11
月
22
日
か
ら
愛
知

県
で
開
催
予
定
の
第
44
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大

会
に
東
京
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。

（
イ
）
よ
く
わ
か
る
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定

3
級
指
導
者
向
け
テ
キ
ス
ト
の
作
成
報
告

　

令
和
3
年
に
作
成
し
た『
よ
く
わ
か
る
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
技
能
検
定
3
級
』
を
ベ
ー
ス
に
、
各
工
程
で

の
詳
細
な
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
し
、
検
定
受
検

の
指
導
教
本
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

清
掃
作
業
の
実
務
指
導
に
も
役
立
つ
内
容
も
加
え
た
。

各
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
見

開
き
で
解
説
、
障
が
い
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
3
級

受
検
者
及
び
そ
の
指
導
者
に
活
用
い
た
だ
け
る
内
容

で
あ
る
。

ク　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
４
の
開
催
（
進
捗
報
告
）

　

会
期
は
7
月
18
日
と
19
日
の
2
日
間
と
し
、
東
京

都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
に
て
開
催
す
る
。

　

テ
ー
マ
を
「
新
常
態
時
代
を
切
り
拓
く
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
の
出
会
い
が
こ
こ
に
あ
る
」
と
し
、
メ
イ

ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も
決
定
、
4
月
よ
り
特
設
サ
イ
ト
か

ら
来
場
者
の
受
付
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
出
展
社
は

前
回
２
０
２
２
年
と
同
程
度
の
28
社
の
見
込
み
で
あ

る
。
今
後
は
、
チ
ラ
シ
や
ガ
イ
ド
な
ど
の
配
付
を
順

次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

⑶　
他
団
体
へ
の
派
遣
等
報
告　
　
高
橋
専
務
理
事

〇
一
般
財
団
法
人
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会

　

2
月
20
日
付
で
、
全
国
協
会
を
通
じ
、（
一
財
）
医
療

関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
か
ら
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
マ
ー

ク
認
定
に
係
る
実
地
調
査
指
導
員
の
推
薦
依
頼
が
あ
り
、

事
務
局
専
任
講
師
の
北
山
克
己
氏
を
推
薦
す
る
。
任
期

は
、
２
０
２
４
年
6
月
1
日
か
ら
２
０
２
６
年
9
月
30

日
で
あ
る
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
１
・
２
月
）

１
月
４
日	

会
長
年
頭
挨
拶

１
月
10
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

１
月
12
日	

三
役
会
、
理
事
会
、
新
年
賀
詞
交

歓
会（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）　

１
月
17
日	

全
国
協
会
地
区
本
部
長
会
議

2
月
6
日	

三
役
会

2
月
14
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

イ　
今
後
の
予
定

4
月
2
日	

三
役
会

5
月
８
日	

三
役
会
、
第
１
３
５
回
理
事
会

6
月
4
日	

三
役
会
、
第
14
回
定
時
総
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
３
社
、
賛
助
会
員
70
社
（
令
和
6
年

3
月
1
日
現
在
）

エ　
令
和
6
年
度
講
習
会
案
内

　
『
令
和
6
年
度
講
習
会
の
ご
案
内
』
が
で
き
た
の
で

ご
活
用
願
い
た
い
。
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※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

Paintnote株式会社（ペイントノート）TEL : 03-4361-9145
https://corporate.paintnote.co.jp/

日常清掃などのシフト・勤怠管
理サービスの「おたスケLite」。
可能な限りシンプルに、複雑
な設定なしにご利用いただけま
す。
2024 年夏頃にリリース予定
で、現在お得価格でご利用でき
るモニター様を募集中！

定期清掃などにむけたスケジュール管理サービス「おたスケ」をご提供する中で、主に日常清掃での
シフト・勤怠管理の根強いニーズを受け、「おたスケ Lite」を開発を決定！
おたスケで大事にしている「ご高齢でも使える簡単さ」「各社の運用に合わせられる柔軟性」を継承
しつつ、シフト調整の手間や勤務表送付のコスト、タイムカード集計の手間を一気に無くします。

こちらの QR コードからお気軽に詳細資料を無料でダウンロードしてください。
おたスケサービス URL：https://ota-suke.com/lite

「おたスケ Lite」【日常清掃等向け】
シフト・勤怠管理サービス

クラウド型ソフトウェア

①柔軟なシフト調整
　会社ごと、現場ごとに異なる工程やルートなどをカスタマイズして登録可能。シフトについてはスタッフアプリか
ら提出させることも、管理者だけで決めることも、各社の運用体制にあわせて調整可能です。

②欠員の見える化と一斉応援募集
　各現場で人員が足りていない場合、欠員として画面上に見える化します。一斉応援募集の機能を活用することで、
登録スタッフに対して応援要請を送ることができ、欠員対応の調整の手間が一気に楽になります。

③勤怠管理と労働時間の見える化
　アプリにてシンプルな打刻ができるので、ご高齢の方でも迷わず打刻が可能。もう勤務表やタイムカードのや
りとりのための郵送費は不要になります。打刻データは自動的に集計されていくので、月末の集計の手間も0に。
常にリアルタイムで各スタッフの稼働状況を把握できるので、働かせ過ぎや業務の偏りにいち早く気がつき、改善
することができます。
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第
１  

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

１-

１-

１　
実
態
調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

次
の
実
態
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●
新
た
な
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
調
査　

継
続

　

進
化
す
る
床
材
の
清
掃
方
法
や
管
理
状
況
を
踏
ま
え
、
増
加
す
る
ノ
ン
ワ
ッ
ク

ス
床
材
の
特
性
等
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
品

質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
誤
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
を
調
査
し
、
報
告
書
を

作
成
す
る
。

●
作
業
標
示
板
用
掲
示
物
の
作
成　

新
規

　

清
掃
現
場
で
使
用
し
て
い
る
作
業
標
示
板
に
つ
い
て
、
使
用
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
注
意
喚
起
を
図
る
た
め
、
表
示
内
容
を
変
更
で
き
る
掲
示
物
を
作
成
す
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

１-

２-

１  

研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

清
掃
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
や
人
材
育
成
及
び
新
し
い
清
掃
技
法
や
資
機
材

紹
介
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。

●
従
事
者
研
修

　

ア　

清
掃
作
業
従
事
者
研
修　

Ａ
コ
ー
ス
（
認
定
職
業
訓
練　

１
回
12
時
間
）

	

拡
大　

年
7
回　

　

イ　

清
掃
作
業
従
事
者
研
修　

Ｂ
コ
ー
ス
（
１
回
７
時
間
）	

年
２
回

●
専
門
講
習	

年
21
回

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

２-

１-

１  

実
態
調
査
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
・
防
災
業
務
に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
、
業
界
従
事
者
の
労
働
環
境
等
に

つ
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、｢

警
備
業
務
に
関
す
る
実
態
調
査｣

を
実
施
す
る
。

	

（
2
か
年
目
）　

継
続

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

２-

２-

１　
講
習
会
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
員
の
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。

　

法
改
正
に
伴
う
教
育
時
間
の
減
少
や
各
社
の
社
内
教
育
化
な
ど
受
講
者
の
継
続

的
な
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
各
講
習
会
の
開
催
回
数
を
適
正
化
す
る
。

　

そ
の
他
、
警
備
・
防
災
業
務
に
関
係
す
る
情
報
を
周
知
す
る
た
め
、
警
視
庁
や

東
京
消
防
庁
、
専
門
団
体
等
か
ら
講
師
を
招
き
、
会
員
ニ
ー
ズ
や
業
界
動
向
を
踏

ま
え
た
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

●
新
任
警
備
員
教
育
（
認
定
職
業
訓
練　

1
回
21
時
間
）	

縮
小　

年
18
回

●
現
任
警
備
員
基
本
教
育
（
１
回
４
時
間
）	

縮
小　

年
15
回

●
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
１
号
）（
１
回
6
時
間
）	

縮
小　

年
15
回

●
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
２
号
）（
１
回
6
時
間
）	

縮
小　

年
２
回

●
専
門
講
習	

縮
小　

年
３
回

令
和
6
年
度 

事
業
計
画
・
予
算

�
（
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
）

　

第
１
３
４
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
6
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
う
ち
、
新

規
項
目
や
重
点
項
目
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。
事
業
計
画
・
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
協
会
情
報
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
項
目
に
記
載
し
て
い
る
「
１
―
１
―
１
」
等
の
番
号
は
、
公
益
目
的
事

業
区
分
と
定
款
第
4
条
に
よ
る
各
事
業
項
目
に
則
し
た
事
業
区
分
お
よ
び
事
業
項
目

を
示
し
て
い
ま
す
。



27 安全は　正しい手順と　ゆとりから

令和6年度事業計画・予算

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

３-

１-
１  
調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

次
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
事
例
の
調
査
研
究　

新
規

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
や
削
減
を
は
か
る
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
メ
ー
カ
ー

や
業
界
各
社
の
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成

す
る
。

●
管
理
物
件
の
設
備
修
繕
時
期
の
調
査
研
究　

新
規

　

給
排
水
管
、
電
気
設
備
等
の
修
繕
時
期
の
特
定
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
査
や

診
断
す
る
技
術
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

３-

２-

１  

研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

設
備
員
の
技
能
向
上
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
次
の
講
習
会
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
円
滑
な
講
習
会
運
営
の
た
め
、
研
修
動
画
の
作
成
、
講
習
会
等
に
お
い

て
必
要
と
な
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

●
設
備
管
理
の
基
礎	

新
人
教
育
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
５
日
間
）	
年
２
回

●
法
定
講
習
・
電
気
取
扱
者
安
全
衛
生
特
別
教
育	
年
５
回

●
専
門
講
習	

拡
大　

年
41
回

３-

２-

２  

保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

新
し
い
知
識
を
ビ
ル
設
備
管
理
業
務
に
活
か
す
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

	

年
２
回

３-

２-

３  

参
考
書
籍
・
講
習
会
資
料
の
作
成
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

次
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

●
『
設
備
管
理
責
任
者
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』
の
改
訂
（
2
か
年
目
）	

継
続

●
『
ビ
ル
設
備
管
理
テ
キ
ス
ト
（
初
級
編
）』
の
改
訂
（
3
か
年
で
実
施
、２
か
年
目
）

	

継
続

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

４-

２-

１　
労
働
安
全
研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
向
上
の
た
め
に
、
各
種
講
習
会
を
実

施
す
る
。

●
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
講
習	

縮
小　

年
３
回

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習	

縮
小　

年
２
回

●
安
全
管
理
者
選
任
時
講
習	

年
１
回

●
衛
生
管
理
者
試
験
対
策
講
習	

年
１
回

【
３　
育
成
の
事
業
】

４-

３-

３　
社
会
貢
献
事
業
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

　

次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
〉

●
障
が
い
児
（
者
）
に
対
す
る
自
立
支
援
事
業

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
通
し
て
生
徒
・
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

都
内
各
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
指
導
研
修
等
を
実
施

す
る
。	

縮
小　

年
32
回

●
研
修
・
講
習
会
の
実
施

　

障
が
い
者
の
清
掃
技
能
及
び
指
導
者
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、
次
の
研
修
等
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
講
習
会
等
で
使
用
す
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、

指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

　

ア　

障
が
い
者
清
掃
作
業
指
導
員
コ
ー
ス
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
12
時
間
）

　

イ　

よ
く
わ
か
る
清
掃
講
習	

縮
小　

年
3
回

●
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

障
が
い
者
雇
用
促
進
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す
る
。	

拡
大　

年
6
回

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
派
遣
事
業
〉

　

東
京
都
教
育
庁
主
催
の
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
清
掃
技

能
検
定
へ
東
京
都
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、
清
掃
技
能
検
定
・
教
員
研
修
等
に

委
員
を
派
遣
す
る
。	

縮
小　

年
15
回



28安全は 1 日 1 日の積み重ね　皆で築こうゼロ災害

４-

３-

４　
品
質
改
善
事
業
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
お
け
る
品
質
管
理
の
徹
底
と
品
質
改
善
活
動
の
意

欲
向
上
を
図
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

●
品
質
管
理
に
関
す
る
各
種
講
習
会

●
品
質
改
善
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
勉
強
会
）

●
そ
の
他
普
及
啓
発
活
動

４-

３-

５　
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
事
業
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
、
関
係
情
報
の
提
供
等
を
図
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

●
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

●
労
働
災
害
・
無
災
害
企
業
の
募
集
及
び
表
彰

●
労
働
安
全
衛
生
標
語
の
募
集
及
び
表
彰

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
の
募
集
及
び
表
彰

●
労
働
安
全
講
師
の
派
遣	

縮
小　

年
８
回

【
４　
普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業
】

４-

４-

５　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
開
催

 

〈
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
〉　
隔
年

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
社
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ

ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
と
し
て
、
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
に

お
い
て
開
催
す
る
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
〈
共
益
事
業
・
収
益
事
業
〉

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

５-

１-

２　
要
望
活
動
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全
な
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
育
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
東
京
都
等
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

【
５　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
】

５-

５-

１　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
の
実
施
〈
厚
生
委
員
会
〉

　

会
員
従
業
員
の
健
全
な
心
身
の
鍛
練
に
資
し
、
相
互
の
同
好
者
に
よ
り
親
睦
を

図
る
た
め
に
、
以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
。

●
野
球
大
会	

年
１
回

●
ゴ
ル
フ
大
会	

年
１
回

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

年
１
回

●
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待	

年
４
回

●
都
立
動
物
園
等
招
待	

年
１
回

●
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
補
助	

新
規　

年
１
回



29 今日も一日笑顔で締めて　明日へつなげ無災害の輪

科　　目 令和６年度
予算額

令和５年度
予算額 増減

Ⅰ　事業活動収支の部 　 　 　
　１　事業活動収入 　 　 　
　（1）会費収入 175,728,000 176,052,000 △ 324,000
　（2）入会金収入 1,140,000 1,540,000 △ 400,000
　（3）事業収入 　 　 　
　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業収入 11,700,000 9,459,000 2,241,000
　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業収入 8,654,000 11,455,000 △ 2,801,000
　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業収入 20,813,000 16,299,000 4,514,000
　　④普及啓発・活用の事業収入 22,972,000 5,782,000 17,190,000
　　⑤収益等その他の事業収入 76,530,000 77,012,000 △ 482,000
　（4）雑収入 68,000 110,000 △ 42,000
　事業活動収入　計 317,605,000 297,709,000 19,896,000
　２ 事業活動支出 　 　 　
　事業費 　 　 　
　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業費 10,636,000 18,025,000 △ 7,389,000
　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業費 6,831,000 10,142,000 △ 3,311,000
　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業費 14,025,000 17,507,000 △ 3,482,000
　　④普及啓発・活用の事業費 46,207,000 44,323,000 1,884,000
　　⑤収益等その他の事業費 89,554,000 113,716,000 △ 24,162,000
　管理費　 149,848,000 162,442,000 △ 12,594,000
　事業活動支出　計 317,101,000 366,155,000 △ 49,054,000
Ⅱ　投資活動収支の部 　 　 　
　投資活動収入 27,810,000 51,850,000 △ 24,040,000
　投資活動支出 35,312,000 32,698,500 2,613,500
　投資活動収支差額 △ 7,502,000 19,151,500 △ 26,653,500
Ⅲ　財務活動収支の部 　 　 　
　１　財務活動収入 0 0 0
　２　財務活動支出 0 0 0
当期収支差額 △ 6,998,000 △ 49,294,500 42,296,500
前期繰越収支差額 41,437,085 66,229,229 △ 24,792,144
次期繰越収支差額 34,439,085 16,934,729 17,504,356

令和6年度予算（収支計算書ベース）
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

単位　円

令和6年度事業計画・予算



30慣れた道でも気を抜かず　無事に帰宅で勤務終了

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

asilla AI SECURITY
お使いのカメラが「AIの眼に」

株式会社エイコー　TEL : 03-5473-7235
https://www.eicoh.com/



31 適正作業　生み出す安全　我が身を守る

社
会
の
主
な

出
来
事

2
・
16	

ロ
シ
ア
反
政
権
派
リ
ー
ダ
ー
の
ナ
ワ
リ

ヌ
イ
氏
が
獄
中
で
死
亡

2
・
17	

国
産
新
型
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｈ
３
」
が
打
ち

上
げ
成
功

2
・
18	

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
米
ア
ニ

ー
賞
の
２
部
門
を
受
賞

2
・
19	

厚
生
労
働
省
が
飲
酒
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
公
表

2
・
20	

東
京
都
が
「
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
」
制

定
へ

2
・
21	

伊
藤
忠
商
事
が
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
買
収

へ

2
・
22	

東
京
株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
が
バ

ブ
ル
崩
壊
後
史
上
最
高
値
を
更
新

2
・
23	

監
督
義
務
違
反
で
元
横
綱
白
鵬
の
宮
城

野
親
方
が
２
階
級
降
格

2
・
24	

半
導
体
受
託
生
産
の
世
界
最
大
手
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
熊
本
第
１
工
場
が
開
所

2
・
25	

東
京
都
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
が
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定

2
・
26	

厚
生
労
働
省
が
従
業
員
１
０
０
人
超
の

企
業
対
象
に
男
性
育
休
取
得
目
標
の
設

定
を
義
務
化
へ

2
・
27	
2
0
2
3
年
の
出
生
数
は
過
去
最
少
の

75
万
人

2
・
28	

女
子
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が

北
朝
鮮
に
勝
利
し
パ
リ
五
輪
出
場
が
決

定

2
・
29	

米
大
リ
ー
グ
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
が
結
婚
を
発
表

3
・
1	

２
０
２
５
年
新
卒
採
用
の
会
社
説
明
会

が
解
禁

3
・
2	

足
立
成
和
信
用
金
庫
と
東
栄
信
用
金
庫

が
合
併
発
表

3
・
3	

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
３
万
７
千
人
以
上
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

3
・
4	

日
産
自
動
車
に
公
正
取
引
委
員
会
が
下

請
法
違
反
で
再
発
防
止
の
勧
告　

3
・
5	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
に
関
す
る

公
費
支
援
を
３
月
末
で
終
了

3
・
6	

三
井
住
友
銀
行
で
初
の
女
性
副
頭
取
就

任
を
発
表

3
・
7	

欧
州
中
央
銀
行
が
4
会
合
連
続
で
金
利

据
え
置
き

3
・
8	

漫
画
家
の
鳥
山
明
さ
ん
死
去
（
68
歳
）

3
・
9	

声
優
の
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
死
去（
63

歳
）

3
・
10	

宮
城
野
部
屋
が
春
場
所
後
に
閉
鎖
へ

3
・
11	

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
「
ゴ
ジ
ラ
︱
1
．

0
」
視
覚
効
果
賞　

「
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
」
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
受
賞

3
・
12	

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
古
川
飛

行
士
が
地
球
帰
還

3
・
13	

ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
の
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
が
打

ち
上
げ
直
後
に
爆
発

3
・
14	

オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
を
日
本
国
内
で
再

開

3
・
15	

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発

生
し
全
国
で
注
文
停
止

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報



32助け合い　声をかけ合い　明るい職場

赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※3月1日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。告　知　板

広報委員会　STAFF

■委員長　　　
　吉澤　幸夫
■委　員　　　
　里見　貴弘　　庄司　和明　　鈴木　英司
　藤井　智宏　　宮下　洋介

広報誌

令和６年４・5月号（第613号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

入会
社名 代表者名 所在地 電話番号

株式会社エヌアールサービス 長瀬　陽子 164-0011 東京都中野区中央4-29-4 03-3383-1561

株式会社サイリス 長尾　宏 101-0063 東京都千代田区神田淡路町2-6
神田淡路町二丁目ビル７F 03-5207-2836

日章警備保障株式会社 小林　多喜 169-0051 東京都新宿区西早稲田3-30-16
HORIZON.1ビル2F 03-5272-0571

日都産業株式会社 吉田　真生 141-0031 東京都品川区西五反田5-5-7
ケーエムビル５F 03-6420-0061

株式会社FOREST 李　振隆 171-0014 東京都豊島区池袋2-58-2
日興ビル2F 03-5904-9987

代表者変更
社名 新代表者名

西新サービス株式会社 髙橋　伸欣

会社名・所在地変更
社名 所在地 電話番号

山万総合サービス株式会社
旧社名）ワイエム
総合サービス株式会社

285-0858 千葉県佐倉市ユーカリが丘4-1-1 043-462-6700

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会への

入会希望会社を
ご紹介ください

■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、久保田）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員
となり、双方のサービスをご利用いただけます。

情報提供、人材育成、交流活動……
会員特典あります。

特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」無料掲載
特典４：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供
特典５：協会主催催事への参加による会員交流
特典６：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引



詳細はこちら

会議室一覧
室名

B1研修室

2F研究室

3F研究室

4F会議室

全室
全室
201
202
全室
301
302
全室
401
402
403

174㎡
304㎡
120㎡
152㎡
304㎡
120㎡
152㎡
204㎡
63㎡
63㎡
78㎡

72人
210人
60人
80人

200人
60人
80人
70人
20人
20人
30人

面積 収容人数

●プロジェクター　●清掃資機材一式　●警備資機材一式

●高圧・特別高圧電気受変電盤　●研修用模擬分電盤

オプション資機材一覧

　参考例
会員企業様が2F研修室全室を1日利用して
清掃の自社研修を行う場合

◎会議室料金（２F研修室 全室 1日） 
　127,600円×35%（会員割引）＝82,940円
◎清掃資機材料金　8,800円
◎1回あたり計　82,940円+8,800円＝91,740円（税込）

JR
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日
暮
里
駅

ラ
イ
ナ
ー

西
日
暮
里
駅

東京メトロ千代田線 西日暮里駅

JR山手線・
京浜東北線

京成線

吉野家

開成学園

郵便局

西日暮里
五丁目交差点

地下鉄
3番出口

［道灌山通り］

［尾久橋通り］

日暮里・
舎人ライナー

セブン
イレブン

まいばすけっと

早稲田
アカデミー

至上野・東京

至池袋・赤羽

至大手町

至北千住

至日暮里 日暮里方面

至町屋

ビルメンテナンス会館

ご検討の際は、下記連絡先までご相談ください。

公益社団法人東京ビルメンテナンス協会 事務局

◆JR西日暮里駅すぐの会場で展示会、セミナー、
　研修等の様々なビジネス利用が可能
◆東京協会会員は特別価格でご案内
◆清掃・警備・設備管理の充実した研修設備
◆ビルクリ検定と同じ会場、同じ設備で実践的な試験対策と練習を実現

ビルメンテナンス会館
貸会議室のご案内

Email:kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL:03-3805-7555

東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

JR西日暮里駅　徒歩3分
東京メトロ西日暮里駅　徒歩1分
日暮里舎人ライナー西日暮里駅　徒歩2分

https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/kaikan.html

アクセス
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◆ビルクリーニング検定の練習に特化したパッケージプランをご用意

◆ビルクリ検定と同じ会場、同じ設備、同じ資機材でトレーニングが可能

◆東京協会会員は特別価格で利用可能

❶ビルクリ検定練習用PROプラン
  貸出内容　検定用清掃資機材（複数級用一式（幅木、ガラス、トイレ、壁等））
  販売価格　〔会員〕130,000円　〔一般〕182,600円（２階を１日借りた場合）
　　　　　　※価格は税込価格

　　　　 貸室料+資機材使用料+設営料+管理費
  実施時期　９月中旬のみの期間限定

❷ビルクリ検定練習会設営 LITEプラン
  貸出内容　検定用清掃資機材（簡易設営のみ、ガラス除く）

  販売価格　〔会員〕110,000円　〔一般〕160,600円（２階を１日借りた場合）
　　　　　　※価格は税込価格

　　　　 貸室料+資機材使用料+設営料+管理費
  実施時期　ご希望に合わせて通年実施

ビルクリ検定練習用
貸会議室プランのご案内

アクセス
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館
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ビルメンテナンス会館

ご検討の際は、下記連絡先までご相談ください。

公益社団法人東京ビルメンテナンス協会 事務局
Email:kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL:03-3805-7555
詳細はこちら: https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/kaikan.html
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